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医
療
や
介
護
を
取
り
巻
く社

会
の
変
化

き
に
看み

る
家
族
も
、
多
く
の
人

が
「
最
期
を
迎
え
る
と
き
に
は
自

宅
で
過
ご
し
た
い
」
と
望
ん
で
い

る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

は
「
病
院
」
が
多
く
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。「
希
望
」
と
「
現
実
」

に
は
大
き
な
違
い
が
出
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

ま
た
別
の
調
査
で
は
、
半
数
以

上
の
人
が
「
終
着
駅
ま
で
の
道
の

り
」
を
家
族
と
全
く
話
し
た
こ
と

が
な
い
、と
回
答
し
て
い
ま
す（
グ

ラ
フ
５
）。

　

一
方
で
、
高
齢
者
の
健
康
に
関

す
る
意
識
調
査
で
は
、
半
数
以
上

の
人
が
「
自
宅
」
で
最
期
を
迎
え

た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ

フ
３
）。
ま
た
、
市
の
調
査
で
も
、

家
族
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
介
護
し
た
い
場
所
は
「
自

宅
」
が
６
割
を
占
め
ま
す
（
グ
ラ

フ
４
）。

　

医
療
や
介
護
が
必
要
と
な
る
本

人
も
、
そ
れ
が
必
要
と
な
っ
た
と

　

昭
和
51
年
以
降
、
日
本
人
が
最

期
を
迎
え
る
場
所
は
「
病
院
」
が

代
表
的
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

日
本
人
の
７
割
以
上
が
病
院
で
最

期
を
迎
え
て
お
り
（
グ
ラ
フ
２
）、

伊
豆
の
国
市
で
も
約
75
％
の
人
が

病
院
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
平

成
27
年
、県
統
計
デ
ー
タ
）。し
か

し
、
亡
く
な
る
人
が
増
加
し
て
い

く
将
来
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
限

ら
れ
て
く
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

【グラフ 1】死亡数・死亡率の推移と将来推計 死
亡
者
は
今
後
、さ
ら
な
る
増
加
が
予
想
さ
れ
る
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将来推計実績

死亡率（人口 1,000 人に対する人数）死亡数

（年）

【グラフ 2】日本人が最期を迎えた場所の推移
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病院73.9％
（平成28年）

自宅13.0％
（平成28年）

昭和 51 年

病院9.1％
（昭和26年）

自宅82.5％
（昭和26年）

【グラフ 3】最期を迎えたい場所

問 市役所保健福祉・こども・子育て相談センター
☎ 0558-76-8010

【グラフ 5】 人生の最終段階における医療に
ついての家族との話し合いの有無

　

今
年
10
月
１
日
時
点
で
伊
豆
の
国
市
の
高
齢
化
率
は
31
・
７
％

で
、
年
々
１
％
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
見
て
も
高
齢

化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
、
今
後
さ
ら
に
亡
く
な
る
人

が
増
え
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

「
病
院
死
」
が
一
般
的
に
な
っ
た
現
在
も
、

多
く
の
人
は
「
自
宅
」
を
望
ん
で
い
る

グラフの出典 
【グラフ 1】 2016 年までは厚生労働省「人口動態調査」、

2017 年からは国立社会保障・人口問題研究
所「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」

【グラフ 2】厚生労働省「人口動態調査」　
【グラフ 3】 内閣府「平成 24 年度　高齢者の健康に関す

る意識調査」　
【グラフ 4】 伊豆の国市「伊豆の国市高齢者保健福祉計

画　第 6期介護保険事業計画」　
【グラフ 5】 厚生労働省「人生の最終段階における医療

に関する意識調査」

～在宅医療 ･在宅介護・地域のちからを考える～　

いずのくに で 生きる

死亡数
（万人）

死亡率
（人）

病
院
？

自
宅
？

そ
れ
と
も
…

【グラフ 4】 家族に介護が必要となった場合
に介護したい場所


